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設計書取込を利用した積算

その他の機能
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設計書取込を利用した積算

一般入札フロー
・積算基準類（工事費の構成と範囲）
・契約図書等（契約書、図面、仕様書、数量）
・施工条件等（自然条件、人為的条件、社会的条件）
・施工計画書（施工方法、仮設計画、輸送計画、工程計画）
・その他

数量総括表（金抜設計書）の作成

入札告示

積算（見積り）

民間企業Ａ

見積りＡ
= 995万

発注者側（※官側）

民間企業Ｂ 民間企業Ｃ

受注者側見積りＢ
＝980万

見積りＣ
＝990万

数量総括表（金抜設計書）
設計図面
特記仕様書
など…

提供物

一般競争入札(予定価格979万)

民間企業Ｂが入札決定
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設計書取込を利用した積算

数量総括表（金抜設計書）
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設計書取込を利用した積算

数量総括表（金抜設計書）
※Excel形式、PDF形式

直接工事費の画面で
一つ一つ入力する

直接工事費の「工事区分、工種、
種別、細別」の名称や数量を
自動抽出

設計書取込機能

手間：数時間 手間：数秒

※積上げ作業を大幅に軽減
出来る機能
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設計書取込を利用した積算

設計書取込機能の利用条件

エクセル形式の設計書の取込み
・ Microsoft Office Excel

（例えば97‐2003, 2007）のインストールが必須。

PDF形式の設計書の取込み
・AcrobatXI (書込みソフト)相当のインストールが必須。
・Microsoft Office Excel 

（例えば97‐2003, 2007）のインストールが必須。

※本取込は、PDFのテキスト情報のみを対象とし、
画像は対象外とします。
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設計書取込を利用した積算

取込後
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設計書取込を利用した積算

設計書取込が上手くいかない場合

※２段になっている

※項目名が一般的な名称『 ‘工事区分’, ‘工種’,‘種別’,‘細別’ 』が使われていない

取込後
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設計書取込を利用した積算

メニュー「オプション－設計書項目列設定」

【自動⇔手動】
項目横にあるチェックボックスにて設定します。チェックありの場合は
自動判別、なしの場合は手動で項目列を設定することになります。

【項目列】
上記、手動設定とした場合は、項目の右にあるエディットボックスにその
項目が何列目にあるかを記入して下さい。

取込後

設計書取込が上手くいかない場合
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その他の機能紹介（単価補正）

豪雪補正や夜間単価(賃金補正)に対応
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逆算機能（工事価格シミュレーション）



11

共通単価表の参照機能
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工事内の単価一覧表示、変更機能
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単位Group分別機能
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設計書取込を利用した積算

次は 設計書取込を利用した積算 の体験コーナーです。


